日本新産地下生菌の驚くべき生態について
保坂健太郎*（国立科学博物館）・地下生太郎（JATSアメリカ支部）
第32回日本菌学会関東支部シンポジウムにおいて口頭発表を希望する方はこのファイルのフォーマットに従って要旨をご用意ください。フォントやその他フォーマットを変更しないでください。最初の行は発表タイトルです。一行あけて発表者の名前と所属、そのうち実際の発表者の名前の後には米印をつけてください。さらに一行あけて要旨本文をご記入ください。

改行は自由です。インデントの変更はしないでください。である調を基本にしますが、ですます調でもかまいません。タイトル・空白行を含めて35行になるように設定しています。このままのフォーマットで1ページ以内に収まるように作文をお願いします。文頭に「イントロダクション」「結果と考察」「参考文献」など小見出しを付ける必要はありませんが、必要に応じてお使いください。
図表を使用する場合は１ページに収まる範囲で直接このファイルに貼り付けてください。基本的にカラー印刷はできません。あまりサイズの大きいファイルだとメール送信に支障をきたしますので、ファイルサイズは3MBを超えないように調整してください。図表がある場合は本ファイルの余白にはみ出さないように調整をお願いします。最終的な編集段階で、こちらで修正をかける場合がありますのでご了承ください。

発表を希望する方はこのファイルのフォーマットに従って作文し、国立科学博物館・保坂までメール（khosaka@kahaku.go.jp）にて送信してください。発表申込み締切は11月30日（木）です。メールの件名を「関東支部発表申込」としてください。申込み希望者多数の場合は、一人あたりの発表時間を短くするか、人数を絞るかで対応させていただきますので、ご了承ください。
以下はダミーの要旨文です。このような生態を持つ地下生菌は、私の知る限り存在しません。以下のような学術的な（？）研究発表以外にも、菌類に関わる様々なトピックの発表を受け付けます。
千葉県の東大清澄演習林で採集された地下生菌から、興味深い知見が得られたので報告する。本菌は2016年11月25日、第一回日本地下生菌研究会の観察会で採集された。厚く積もった雪の中から採集されたが、リター層よりも明らかに上部に子実体があったことから、雪の中だけで子実体を形成する種類であると推察された。また、子実体の周辺の雪はわずかに溶けており、そこでは多くの小型節足動物が集まっていた。さらには草本類の蕾が開きかかっており、本種の子実体の周りでは一足先に春が来ていることから、地下生菌が周囲の気候を自在にコントロールできる世界初の例と言える。以上。
